
概要
慢性的な全身性炎症（CSI）は骨格筋の萎縮を引き起こすが、性差に
関する知見は限られている。本研究では、雄性および雌性のC57BL/6J
マウス、ならびに卵巣摘出（OVX）雌マウスを用いて、CSIによる筋
萎縮における性差と卵巣機能の関与を検討した。
Peptidoglycan-Polysaccharide投与により、炎症性サイトカインは両性
で上昇したが、筋萎縮、タンパク質合成低下、アポトーシスは雄マ
ウスでのみ認められた。OVXマウスではPG-PSによって萎縮が再現さ
れ、萎縮筋でのp65およびc-Junの活性化も確認された。これらの結果
は、CSIによる筋萎縮における性差の存在と、卵巣機能による保護的
役割を示唆する。
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